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販売管理システムをリニューアルする場合、現代では、クラウド型をおすすめしています。
クラウド型の方が販売管理システム導入のハードルがオンプレミス型（自社運用）として自社ならで
はのシステム開発が可能で、自社の資産になるという利点があります。
初期コストは多少高くなりますが、自社の業務に最適に運用するためのカスタマイズが可能ですので、
業務がスムーズに処理することができます。長い目で見れば多少コストが高くてもその分効率よく生
産性が高まれば十分見合うものになります。
販売管理システムをクラウド型で利用する場合のメリットについてご提案します。

クラウド型販売管理の導入について
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導入するメリット① ネット環境があればどこでも利用できる。

販売管理システムを導入する際に、クラウド型はインターネットを経由してソフトを利用するため、
システムを自社サーバー上にインストールする必要がありません。クラウドはインターネットがつな
がる環境とPCがあればすぐに利用できます。スマホやタブレットにも対応していますので、いつでも
どこでもシステム利用が可能です。営業先で購買管理や在庫管理のそれぞれのシステムにアクセスし
て確認することができ、リモートワークにも対応できます。

販売管理クラウドを導入するメリット

導入するメリット② 戦略へ注力できる

販売管理システムのリニューアルは、従来データ連携できておらず手作業となっていたような業務が
あった場合、その業務プロセスを見直す機会にもなります。タイムリーなデータ分析で販売予測を速
く正確に行うことができるようになるため、リニューアル前よりも販売戦略、経営戦略に注力するこ
とができます。
販売管理システムでは、データの一元化・蓄積・分析・共有が可能になり、クラウド型では、
営業支援・マーケティング情報提供・ビッグデータ分析サービス・BtoB電子商取引サービスなどのAPI
連携が可能となります。会計システムとの連動も可能で、経営戦略の立案やマーケティング戦略の展
開に今までよりも注力することができるようになります。
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導入するメリット③ 戦略へ注力できる

販売管理システムのリニューアルは、従来データ連携できておらず手作業となっていたような業務が
あった場合、その業務プロセスを見直す機会にもなります。タイムリーなデータ分析で販売予測を速
く正確に行うことができるようになるため、リニューアル前よりも販売戦略、経営戦略に注力するこ
とができます。
販売管理システムでは、データの一元化・蓄積・分析・共有が可能になり、クラウド型では、
営業支援・マーケティング情報提供・ビッグデータ分析サービス・BtoB電子商取引サービスなどのAPI
連携が可能となります。会計システムとの連動も可能で、経営戦略の立案やマーケティング戦略の展
開に今までよりも注力することができるようになります。

販売管理クラウドを導入するメリット
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導入するメリット④ ネット上でのデータ連携が容易にできる。

販売管理クラウドを導入するメリット

販売管理のクラウド型サービスとは、インターネットを経由してWeb上で販売管理システムを利用す
ることができるサービスです。クラウド型サービスは、クラウドに対応したオープンプラット
フォームを活用することで、低コスト、短期間で他システム、他サービスとの連携が可能です。ま
た、Web-EDI（電子データ交換）を導入すれば、インターネット上で受発注取引を電子的に送受信で
きるので、受発注処理がスムーズになります。



クラウド版売上・顧客管理システム
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◇価格は1ユーザーごと月額1万5千円(利用数は3ユーザーからとなります。５ユーザー以上の場合はご相談下さい。
貴社のご業務合わせて独自の画面構成や分析帳票などをカスタマイズ(有償)により作成可能です。

データベースサーバはSQL Serverを採用
(伝票出力や集計処理も高速に対応します。)

クラウド環境は、自社専用のクラウド環境であるプラ
イベートクラウドと、インターネットでの接続が可能
で他ユーザーと共有して利用するパブリッククラウド
WEBサーバーには、プライベートクラウドとパブリッ
ククラウドの機能を併せ持つ持つハイブリッドクラウ
ドとして運用します。

具体的には、顧客の個人情報はプライベートクラウド
に保管。その個人情報をベースとした会員向けサービ
スを提供するウェブサーバーは、安価なパブリックク
ラウドにて構成し、インターネットVPNにて両者を連
携させます。そのためプライベートクラウドだけを使
うより、費用や運用の負荷を減らすことができる上に、
スピディーにシステムを拡張することができます。



クラウド版売上・顧客管理システム

Copyright (C)1988-2021 NBS Co., Ltd. All Rights Reserved. エヌ・ビー・エス株式会社

売上一覧表

顧客台帳入力画面
商品台帳入力画面


